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（第１章関連） 検討の基本的視点（第１章関連） 検討の基本的視点
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１－１ 放送のデジタル化の状況

平成23年
（2011）（1930）

▲
白黒開始

▲
音声多重開始

▲
カラー開始

▲
データ多重開始

▲
文字多重開始

実用化試験放送の開始（平成15年10月) ▲

▲
アナログ放送終了予定 (平成23年7月)
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デジタル放送開始(平成15年12月) ▲

白黒開始
(昭和28年)

音声多重開始
(昭和57年)

カラ 開始
(昭和35年) (平成8年10月)

文字多重開始
(昭和60年)

デジタル放送

マルチメディア放送

▲
短波開始
（昭和27年）

音声放送
▲
中波開始
（大正14年）

デジタル放送（超短波）
（実用化試験として実施）

アナログ放送
▲
超短波開始
（昭和44年）

アナログ放送
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▲
放送開始
(平成元年6月)

▲デジタル放送開始(平成12年12月)

▲
アナログ放送終了予定（平成23年7月）

デジタル放送

デジタル放送

▲チャンネル増加

放
送
放
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▲
放送開始
(平成4年4月)

▲テレビ放送終了(平成10年9月）

2.6GHz帯衛星デジタル音声放送開始(平成16年10月) ▲
デジタル放送

アナログ放送

デジタル放送

電気通信役務利用放電気通信役務利用放
送送

(平成4年4月)

▲デジタル放送開始(平成8年6月)

アナログ放送

デジタル放送
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ケーブルテレビジョンケーブルテレビジョン
放送放送

▲
放送開始
(昭和30年)

▲
自主放送開始
(昭和38年)

▲放送開始(平成14年12月)

アナログ放送

▲デジタル放送開始(平成10年7月)

デジタル放送



１－２ 地上テレビジョン放送のデジタル化の状況

１１ 放送のデジタル化の意義放送のデジタル化の意義１１ 放送のデジタル化の意義放送のデジタル化の意義

①新たな周波数資源の創出、②安定した受信サービス、③高品質な映像・音声サービス、④高齢者・障害者に優しいサービ

スの充実、⑤通信網との連携サービス、等の国民経済的なメリットが大。

平成15年（2003年）12月 三大都市圏（関東・中京・近畿）において放送開始

２２ 視聴可能世帯数と今後の課題視聴可能世帯数と今後の課題

■地上デジタル放送用受信機の普及目標平成15年（2003年）12月、三大都市圏（関東・中京・近畿）において放送開始。
平成18年（2006年）12月、全都道府県、全放送局で、地上デジタル放送を開始。
平成19年（2007年）9月、市町村別ロードマップの公表。
平成20年（2008年）3月、全放送事業者の平成23年（2011年）までに整備される
中継局のロードマップ更新・公表

■地上デジタル放送用受信機の普及目標

図１ 普及世帯数に関する普及目標（ロードマップ）
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中継局のロードマップ更新・公表。

○ケーブルテレビ経由： 約２，１２０万世帯約２，１２０万世帯

○直接受信：4747都道府県都道府県※※ 約４，３６０万世帯約４，３６０万世帯 （全世帯の約９３％）（全世帯の約９３％） （平成20年3月末現在）
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○地上デジタル放送受信機台数 約約５１５１万台万台 （開始前）（開始前） →→約約３，５６７万台３，５６７万台
（平成20年5月末現在：JEITA調べ・日本ケーブルラボ調べ）

（参考）ワンセグ対応携帯電話 約３ ０８９万台（平成20年4月末現在 JEITA調べ）
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放送事業者によるデジタル中継局の整備計画によれば、受信可能世帯数は、

アナログ時の99％を超える見込み。今後、100％の世帯カバー確保が課題。

（参考）ワンセグ対応携帯電話 約３，０８９万台（平成20年4月末現在 JEITA調べ）
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